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〈
理
事
会
・
評
議
員
会
〉

　

第
一
回
理
事
会
・
評
議
員
会
（
５
月
29
日
）

　

第
二
回
理
事
会
（
２
月
１
日
）

〈
研
究
大
会
〉

　

◦
上
越
地
区　

柏
崎
・
刈
羽
大
会

　
（
８
月
19
日　

柏
崎
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー
レ
他

�

約
420
名
参
加
）

　

◦
中
越
地
区　

燕
・
弥
彦
大
会

　
（
11
月
12
日　

燕
市
吉
田
産
業
会
館

�

約
170
名
参
加
）

　

◦
下
越
地
区　

新
潟
大
会

　
（
11
月
25
日　

北
区
文
化
会
館
他�

約
310
名
参
加
）

〈
研
究
部
会
〉

　

◦
知
的
障
害
部

　
（
８
月
４
日　

秋
葉
区
文
化
会
館�

180
名
参
加
）

　

◦
自
閉
症
・
情
緒
障
害
部

　
（
８
月
20
日　

中
之
島
文
化
セ
ン
タ
ー�

307
名
参
加
）

　

◦
言
語
・
難
聴
部

　
（
７
月
29
日　

天
寿
園�

90
名
参
加
）

〈
全
特
連
関
係
〉

　

◦
関
ブ
ロ
茨
城
大
会

　
　
　
　
　

提
案
者
２
名
、
司
会
者
２
名
派
遣

　
（
８
月
７
日
、
筑
波
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

　

◦
全
国
大
会
神
戸
大
会　

会
長
派
遣�

10
月
15
・
16
日

〈
平
成
28
年
度
関
ブ
ロ
新
潟
大
会
関
係
〉

　

◦
関
ブ
ロ
拡
大
実
行
委
員
会　
（
５
月
29
日
）

　

◦
関
ブ
ロ
実
行
委
員
会　
　
　
（
２
月
１
日
）

〈
会
報
〉

　

会
報
111
号
発
行
（
７
月
）

　

会
報
112
号
発
行
（
２
月
）

27
年
度
　
主
な
事
業
報
告

　

私
は
平
成
10
年
度
か
ら
三
条
市
教
育
委
員
会
で
特
別

支
援
教
育
の
仕
事
を
や
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
年
、

三
条
市
の
特
別
支
援
教
育
の
状
況
は
市
全
体
で
小
学
校

が
９
学
級
33
名
、
中
学
校
が
２
学
級
６
名
、
合
計
で
11

学
級
39
名
で
し
た
。
そ
れ
が
、
平
成
27
年
度
は
小
学
校

が
41
学
級
173
名
、
中
学
校
が
21
学
級
90
名
、
合
計
で
62

学
級
263
名
で
す
。
市
町
村
合
併
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、

年
々
児
童
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
で
、
特
別
支
援
学
級

の
在
籍
数
は
６
倍
強
に
増
え
ま
し
た
。
全
県
で
も
同
じ

傾
向
で
す
。
こ
れ
は
、
特
別
支
援
教
育
に
携
わ
る
関
係

諸
機
関
全
て
の
皆
様
の
お
力
で
、
相
談
・
支
援
体
制
が

整
い
、
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
が
行
わ

れ
、
確
か
な
理
解
が
得
ら
れ
て
き
た
結
果
で
す
。

　

さ
て
、
特
別
支
援
教
育
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様
、

毎
日
の
生
活
は
楽
し
い
で
し
ょ
う
か
。
私
の
勤
務
校
は

知
的
障
害
と
自
閉
症
・
情
緒
障
害
の
２
学
級
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
は
二
人
の
担
任
、
指
導
員
と
実
に
い
い
表
情

で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
学
習
能
力
や
興

味
、
生
活
力
等
で
交
流
学
習
の
時
間
数
は
違
い
ま
す
が
、

生
活
単
元
学
習
は
、
基
本
的
に
全
員
が
一
緒
に
学
ん
で

新
潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会

副
会
長　

小
林
　
　
修

　
学
校
の
総
力
で
進
め
る

特
別
支
援
教
育
　
　

い
ま
す
。『
お
店
を
開
こ
う
』
の
単
元
で
は
、
秋
の
文

化
祭
で
、「
ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
た

め
に
手
作
り
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
コ
ー
ス
タ
ー
制

作
に
根
気
強
く
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
根

気
強
い
子
ど
も
た
ち
が
自
慢
で
す
。
そ
れ
と
同
じ
に
担

任
や
指
導
員
が
と
て
も
自
慢
で
す
。
朝
早
い
出
勤
か
ら

遅
い
時
間
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
情
報
交
換
や
指
導
内
容

の
打
ち
合
わ
せ
、
そ
の
日
の
子
ど
も
の
記
録
、
家
庭
へ

の
連
絡
等
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
仕
事
を
し
ま
す
。
そ

れ
が
、
私
か
ら
見
る
と
実
に
楽
し
そ
う
な
の
で
す
。
そ

の
結
果
、
か
か
わ
り
の
苦
手
な
子
ど
も
た
ち
が
日
々
、

着
実
に
成
長
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
当
然
で
す
が
、
子

ど
も
の
成
長
は
交
流
学
級
や
学
校
全
体
で
支
え
て
い
る

こ
と
も
大
き
い
で
す
。

　

新
潟
県
で
は
、「
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
特
別
支
援
教
育
の
推
進
」
を
し
、す
べ
て
の
学
校
・

学
級
に
お
い
て
特
別
支
援
の
視
点
に
基
づ
く
学
校
経
営
、

学
級
経
営
の
充
実
が
急
務
で
す
。
ま
た
、
国
の
動
き
と

し
て
、
共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
が
平
成
28
年
４
月
1
日
よ
り
施
行

さ
れ
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
々
に
対
し
て
必
要
な
環
境

整
備
な
ど
の
合
理
的
配
慮
を
行
う
こ
と
や
生
活
環
境
や

学
習
方
法
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
に
努
め
る
こ

と
等
が
言
わ
れ
、「
何
を
や
っ
た
ら
よ
い
の
？
」
と
負

担
に
感
じ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
難
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
に
即
し
た
「
個

別
の
教
育
支
援
計
画
」
や
「
個
別
の
指
導
計
画
」
が
作

成
さ
れ
、
そ
の
子
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
が
、
計
画

を
共
有
し
て
温
か
な
指
導
が
行
わ
れ
、
成
長
の
様
子
で

修
正
を
加
え
て
い
く
こ
と
で
上
手
く
い
く
と
勤
務
校
の

取
組
で
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
支
援
の
仕
方
で
迷
う
と

き
は
、
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、
職
場
で
協
力
し
て
よ
り

よ
い
方
法
を
見
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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上
越
地
区
・
柏
崎
・
刈
羽
大
会

中
越
地
区
・
燕
・
弥
彦
大
会

下
越
地
区
・
新
潟
大
会

平成27年度　各地区大会報告
　
「
一
人
一
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指
し
た

一
貫
し
た
支
援
の
在
り
方
」
を
大
会
主
題
に
、
全

体
会
と
分
科
会
を
行
い
ま
し
た
。
幼
、保
、小
、中
、

特
別
支
援
学
校
、
高
等
学
校
の
教
職
員
や
保
護
者
、

地
域
住
民
、
福
祉
関
係
者
な
ど
五
百
名
に
迫
る
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

六
つ
の
各
分
科
会
で
は
、
話
題
提
供
者
の
分
科

会
テ
ー
マ
に
基
づ
く
実
践
が
紹
介
さ
れ
、
大
い
に

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
小
グ
ル
ー
プ
協

議
は
六
、
七
人
の
班
編
成
と
し
、
日
頃
の
実
践
や

悩
み
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
最
後

は
分
科
会
指
導
者
か
ら
、
分
科
会
テ
ー
マ
に
か
か

わ
る
国
・
県
の
動
向
や
参
考
事
例
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
く
全
体
会
の
全
体
指
導

で
は
、
県
教
育
庁
義
務
教
育

課
特
別
支
援
教
育
推
進
室
指

導
主
事
石
黒
英
巳
様
か
ら
、

「
新
潟
県
に
お
け
る
特
別
支

援
教
育
の
現
状
と
課
題
」
と

題
し
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
県
の
施
策
で
あ
る

「
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生

徒
に
対
す
る
教
育
環
境
の
整
備
」「
早
期
か
ら
の

教
育
相
談
、就
学
に
係
る
支
援
体
制
整
備
の
推
進
」

「
職
業
教
育
の
推
進
」「
学
校
や
地
域
に
お
け
る『
交

流
及
び
共
同
学
習
』
の
推
進
」
に
つ
い
て
具
体
的

に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
が
現
状
と
課
題

を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｆ
Ｒ
教
育
臨
床
研
究
所
所
長
花
輪
敏

男
様
か
ら
「
不
登
校
の
理
解
と
具
体
的
支
援
～
特

別
支
援
教
育
の
視
点
を
持
ち
な
が
ら
～
」
と
題
し

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
文
化
講
演
会
の

参
会
者
は
千
名
を
超
え
ま
し
た
。
支
援
の
究
極
の

目
標
は
児
童
の
学
校
復
帰
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

も
学
校
は
「
か
か
わ
る
」
こ
と
に
よ
り
問
題
解
決

を
図
る
努
力
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
か
か
わ
り
方

の
技
術
を
研
修
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。
支
援
の
段
階
を「
認
識
の
段
階
」

「
援
助
・
指
導
の
段
階
」「
チ
ェ
ッ
ク
の
段
階
」「
積

極
技
法
の
段
階
」「
再
登
校
の
段
階
」「
フ
ォ
ロ
ー

の
段
階
」
に
分
け
具
体
的
手
法
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
一
貫
し
た
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
確

か
な
一
歩
を
踏
み
出
す
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
事
務
局　

柏
崎
市
立
大
洲
小
学
校
）

　

大
会
主
題
「
子
ど
も
一
人
一
人
の
可
能
性
を
伸

ば
す
特
別
支
援
教
育
の
展
開
」
の
も
と
、
地
区
内

外
か
ら
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
の
教
職
員
、
保

護
者
、
各
種
関
係
機
関
等
か
ら
約
二
百
人
の
参
加

を
得
て
、
分
科
会
と
全
体
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
燕
市
教
育
長
上
原
洋
一
様
、
弥

彦
村
教
育
長
林
順
一
様
か
ら
ご
祝
辞
と
特
別
支
援

教
育
へ
の
激
励
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

分
科
会
は
、
次
年
度
に
新

潟
市
で
予
定
さ
れ
て
い
る

「
関
ブ
ロ
新
潟
大
会
」
に
合

わ
せ
て
①
通
常
学
級
に
お
け

る
特
別
支
援
②
自
閉
症
・
情

緒
障
害
学
級
（
小
学
校
）
③

通
常
学
級
に
お
け
る
指
導

（
言
語
）
④
自
立
活
動
⑤
教

科
指
導
（
中
学
校
）
⑥
交
流

及
び
共
同
学
習
の
六
つ
と
し

ま
し
た
。
日
々
の
教
育
活
動

の
中
で
担
当
者
が
真
摯
に
取

り
組
ん
で
き
た
実
践
発
表
を

軸
と
し
な
が
ら
、
自
立
と
社

会
参
加
に
向
け
た
支
援
と
連

携
の
在
り
方
に
つ
い
て
活
発
な
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
全
体
会
の
全
体
指
導
で
は
、
県
教
育
庁
義

務
教
育
課
特
別
教
育
推
進
室
指
導
主
事
山
田
澄
人

様
か
ら
、「
本
県
の
特
別
支
援
教
育
の
現
状
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
、
国
の
動
向
や
関
係
法
令

な
ど
に
基
づ
き
具
体
的
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
今
大
会
へ
の
肯
定

的
評
価
が
八
十
六
％
を
超
え
て
お
り
、
参
加
者
が

日
頃
の
疑
問
や
考
え
を
振
り
返
り
、
明
日
の
授
業

や
学
級
経
営
に
生
か
す
具
体
的
な
ヒ
ン
ト
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

�
�（

事
務
局　

燕
市
立
燕
西
小
学
校
）

　

大
会
主
題
「
多
様
な
学
び
の
場
で
、
共
に
学
ぶ

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
」
の
も
と
、

新
潟
市
北
区
文
化
会
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
下
越

地
区
か
ら
幼
小
中
高
の
教
職
員
、
保
護
者
、
各
関

係
機
関
か
ら
約
三
百
十
人
の
参
加
者
で
、
小
雨
の

中
、
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
新
潟
市
教
育
委
員
会
教
育
長
前

田
秀
子
様
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
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 全特連 

報告 

祝  

全
日
本
特
別
支
援
教
育
研
究
連
盟
功
労
者
表
彰

　
鷲
　
津
　
毅
　
史  

様

　
　
（
副
会
長　

新
潟
市
立
東
特
別
支
援
学
校
長
）

　
　

長
年
に
わ
た
り
当
県
の
特
別
支
援
教
育
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
全
国
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

関
ブ
ロ
茨
城
大
会
に
参
加
し
て

胎
内
市
立
中
条
小
学
校　

高
山
　
雄
一

　

第
10
分
科
会「
教
科
の
指
導（
体
育
・
保
健
体
育
）」

で
、
体
育
科
教
育
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
提
案
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
司
会
は
、

新
発
田
市
立
御
免
町
小
学
校
の
須
貝
雅
浩
先
生
か
ら

務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

体
育
の
授
業
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
身
体
能
力
、

運
動
感
覚
等
を
適
切
に
育
て
な
が
ら
、
運
動
の
楽
し

み
方
を
学
習
し
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
は
、
将
来
的
に

身
体
操
作
能
力
や
日
常
の
生
活
力
向
上
に
も
寄
与
し

て
い
く
と
考
え
、
様
々
な
動
き
を
体
験
さ
せ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
体
育
の
授
業
は
、
動
き
が
伴
う
た
め

に
授
業
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

も
大
切
で
す
。
指
示
の
出
し
方
、
並
べ
方
、
教
具
の

置
き
方
等
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も

た
く
さ
ん
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
々
の
授
業

に
お
け
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
を
、
発
表
か
ら
感
じ

ま
し
た
。

　

指
導
助
言
者
の
先
生
か
ら
は
、
体
育
的
な
視
点
か

ら
見
た
小
さ
な
支
援
が
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
、
介
助

員
と
の
連
携
が
具
体
的
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
個
々
の
能
力
を
適
切
に
把

握
す
る
こ
と
、
ね
ら
い
と
実
態
に
合
っ
た
教
材
・
教

具
を
使
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
ご
示
唆
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

本
大
会
の
経
験
で
得
た
こ
と
を
、
今
後
の
授
業
に

生
か
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
心

身
を
健
や
か
に
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
実

践
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
ブ
ロ
茨
城
大
会
に
参
加
し
て

新
潟
県
立
佐
渡
特
別
支
援
学
校
　
本
間
　
哲
郎

　

八
月
七
日
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
で
開
催
さ
れ
た
関

東
甲
信
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
協
議
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宮
本
伸
也
先
生
の
ご
講

演
や
自
分
自
身
の
発
表
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
そ
し
て
多
く
の
同
志
が
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
本

校
中
学
部
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
模
擬
会
社
運
営
」

に
つ
い
て
提
案
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
生
産
し
た
商
品
を
自
分
た
ち
で
売
る
活

動
や
社
員
研
修
と
し
て
行
う
職
場
見
学
、
忘
年
会
や

社
員
旅
行
と
い
う
名
前
で
行
う
校
外
学
習
な
ど
、
学

校
で
の
活
動
を
「
会
社
」
と
い
う
名
の
も
と
、
将
来

の
働
く
自
分
を
よ
り
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
や
す
く
す
る
と

い
う
取
組
の
紹
介
で
し
た
。
司
会
を
引
き
受
け
て
く

だ
さ
っ
た
佐
渡
市
立
金
井
中
学
校
の
滝
田
先
生
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
「
何
と
か
発
表
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
す
。
参

会
者
の
皆
様
か
ら
は
、
評
価
の
仕
方
や
実
際
の
進
路

へ
の
つ
な
が
り
な
ど
、
多
く
の
質
問
や
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
十
分
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
自
分
の
勉
強
不
足
を
改
め
て
痛
感
す
る

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
茨
城
大
会
で
得
た
も

の
を
生
か
し
て
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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全特連
　報告

て
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
特
別
支

援
教
育
推
進
室
指
導
主
事
大
竹
嘉

則
様
か
ら
「
本
県
の
特
別
支
援
教

育
の
現
状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

の
構
築
と
自
立
と
社
会
参
加
を
目

指
す
た
め
の
施
策
で
あ
る
、
①
障

害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
に
対
す

る
教
育
環
境
の
整
備　

②
早
期
か
ら
の
教
育
相
談
、
就

学
に
係
る
支
援
体
制
の
推
進　

③
職
業
教
育
の
推
進　

④
学
校
や
地
域
に
お
け
る
「
交
流
及
び
共
同
学
習
」
の

推
進
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
や
資
料
を
基
に
御

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

六
つ
の
分
科
会
で
は
、
発
表
者
の
実
践
を
基
に
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
協
議
会
を
行
い
、
各
分
科
会

と
も
活
発
で
有
意
義
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
良
い
雰
囲
気
で
話
し
合
い
が
行

わ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
が
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
き
た
の
で
と

て
も
良
か
っ
た
」、「
協
議
メ
モ
が
事

前
に
設
定
さ
れ
、
論
点
が
明
確
で
話

し
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
」
と

い
う
高
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
保
護
者
か
ら
「
参
加
し
て
よ

か
っ
た
。
各
学
校
で
も
特
別
支
援
教

育
に
つ
い
て
も
っ
と
保
護
者
に
紹
介

し
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
の
ご
意
見

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

運
営
面
で
は
、
午
後
日
程
の
開
始
時
刻
を
検
討
す
る

こ
と
、
会
場
の
準
備
・
後
片
付
け
の
段
取
り
を
工
夫
す

る
こ
と
な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
指
導

者
の
皆
様
を
は
じ
め
発
表
、
司
会
、
記
録
の
皆
様
、
そ

し
て
大
会
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
事
務
局　

新
潟
市
立
葛
塚
東
小
学
校
）
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27年度各研究部の研修の成果

言
語
・
難
聴
部

　

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
教
授
の
小
池

敏
英
様
よ
り
「『
読
み
書
き
』
に
つ
ま
ず

き
の
あ
る
児
童
の
理
解
と
支
援
」
の
演
題

で
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
書
き
」
の
た
め
に
は
、「
読
み
」
の
力

を
伸
ば
す
こ
と
が
大
切
で
、
ひ
ら
が
な
の

場
合
は
、
単
語
を
ま
と
ま
り
と
し
て
読
め

る
こ
と
、
漢
字
の
場
合
は
、
漢
字
単
語
の

視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
、
読
め
る
よ
う

に
し
ま
す
。
ま
た
、
音
韻
性
と
視
覚
性
の

読
み
書
き
障
害
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対

す
る
具
体
的
な
支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
の
研
究
室
で
取

り
組
ん
で
い
る
漢
字
学
習
室
の
様
子
や
す

ぐ
に
授
業
に
使
え
る
「
読
み
書
き
支
援
プ

リ
ン
ト
」、「
漢
字
支
援
ソ
フ
ト
」
等
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
実
践
的
で
有
意
義
な

研
修
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

知
的
障
害
部

　
「
地
域
で
働
き
イ
キ
イ
キ
と
生
き
て
い
く

た
め
に
～
今
か
ら
で
き
る
こ
と
、
考
え
て
ほ

し
い
こ
と
」
の
演
題
で
、
株
式
会
社
バ
オ
バ

ブ�A
frican�Bakery�Cafe�

ナ
ミ
テ
テ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
工
藤
知
子
様
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
の
ん
ぴ
ー
り
青
山
の
会
統
括
所
長
の

寺
口
能
弘
様
、
新
潟
市
障
が
い
者
就
業
支
援

セ
ン
タ
ー
こ
あ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
の
樋

口
督
水
様
の
三
人
の
方
々
よ
り
、
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
積
極
的
な
社
会
参
加

を
目
指
し
た
具
体
的
な
取
組
や
そ
の
想
い
、

さ
ら
に
は
雇
用
の
様
子
や
就
労
支
援
の
様
子

に
つ
い
て
、
企
業
と
福
祉
施
設
と
行
政
の
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
お
話
い
た
だ
き
、
現
段

階
の
み
な
ら
ず
、
将
来
を
見
据
え
た
指
導
に

大
い
に
役
立
つ
、
大
変
有
意
義
な
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

自
閉
症
・
情
緒
障
害
部

　

国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
教
育
支
援
部
主
任
研
究
員

の
海
津
亜
希
子
様
よ
り
、『
読
め
る
っ
て
楽
し
い
！
～
子
ど
も

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
指
導
～
』
の
演
題
で
、
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

通
常
学
級
の
異
な
る
学
力
層
の
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
指
導
や
支
援
を
行
う
、
多
層
指
導
モ
デ
ル
Ｍ
Ｉ
Ｍ
の
理
念
と

特
殊
音
節
の
読
み
の
指
導
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

読
み
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
実
態
に
即
し
た
段
階
的
な
指

導
を
行
う
こ
と
が
、
子
ど
も
の
読
み
の
力
と
学
習
意
欲
の
向
上

に
つ
な
が
る
こ
と
を
実
際
の
取
組
を
基
に
示
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

多
く
の
参
加
者
か
ら
、「
早
期
に
学
習
に
つ
ま
ず
く
可
能
性

の
あ
る
子
ど
も
の
読
み
の
力
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
Ｍ

Ｉ
Ｍ
の
指
導
を
学
校
全
体
で
実
践
し
た
い
。」
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

県
特
支
研
だ
よ
り

№
「
112
号
」
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
お

忙
し
い
中
、
多
く
の

皆
様
か
ら
、
玉
稿
を

賜
り
ま
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
本

号
が
特
別
支
援
教
育

の
一
助
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
事
務
局
）
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